
レーザー加工により発生する微粒子の解析と核種同定手法の開発（5） 

(2) グロー放電を利用した微粒子試料の分光分析システムの開発 

Analysis of particles generated by laser processing and development of their nuclide identification 

methodology (5) 

(2) Development of spectroscopic analysis on particles with glow discharge plasma  
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 東京電力福島第一原子力発電所廃炉において、加工にレーザーを利用した場合、微粒子発生が懸念事項と

なっている。そこで本研究では、簡便に生成が可能なグロー放電プラズマを利用して微粒子を構成する核種

の特定を分光分析手法により行うためのシステムの開発を進めている。 

キーワード：微粒子，レーザー分光法 

 

1. 緒言 

 福島第一原子力発電所の廃炉の過程で様々な加工が必要となる。レーザー加工は機械的な切断方法と比較

して、様々な材料への適用が可能、狭隘部加工などの自由度の高い加工が可能、自動化が容易であるといっ

た利点を有するが、一方で放射性微粒子の発生が大きな懸念となっている。このため、微粒子中の微量放射

性核種を分析する手法の開発が必要とされている。そこで本研究では、エアロゾル状の試料をホローカソー

ドセル内部に導入し、グロー放電を用いて中性原子化し、原子に対する高感度レーザー吸収分光を行う分光

分析システムの開発を進めている。 

2. 微粒子中核種分析に向けたグロー放電-キャビティリングダウン分光システムの開発 

 前回発表にて、試料をセル内部に導入可能なホローカソードセルを開発し、基礎実験として粒子状水蒸気

に対する発光分光実験を報告した[1]。今回は、レーザーアブレーションにより発生した微粒子を本システム

に導入し、グロー放電により原子化するレーザー分光実験を行った。また、微量核種分析に向けて、超高感

度レーザー吸収分光であるキャビティリングダウン分光[2]を行うための分光システム開発を行った(Fig.1)。

ホローカソードセルを挟むように反射率 99.995%の高反射率ミラーを配置し、光共振器を構築した。光共振

器からの透過光を取得し、音響光学変調器（AOM）を用いて入射光の高

速スイッチングを行うことにより、共振器内光子の減衰時間測定を行

い、光共振器のフィネス（＝ミラーの実効的な反射率）を評価した。本

発表ではこれらの結果について報告する。 
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Figure.1 実験体系 
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